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要　　旨
　鳥取大学・蒜山の森の小河川に分布する流木（直径 5 cm 以上）の腐朽状態について，目視と指圧による
方法とピロディン貫入試験器（Pilodyn 6J，Proceq）を用いる方法で調べた．目視と指圧による方法では，
腐朽度を 4 段階に区分した（腐朽度 1：樹皮がしっかりと付いている，腐朽度 2：樹皮がボロボロである，3：
樹皮は付いていないが材が堅い，4：樹皮が付いておらず材が柔らかい）．ピロディン貫入試験器による方
法では，流木に対して試験器から打ち出されるピンの挿入深（Pd 値）を読み取った（最大 4.0 cm）．この
結果，調査区間（長さ 227 m）に存在した 323 本の流木（平均直径 15 cm，平均長 141 cm）のうち，腐
朽度 1 ～ 4 の割合はそれぞれ 10，3，62，26% であり，大部分が樹皮の付いていない流木（腐朽度 3 と 4）
であった．腐朽度 4 の Pd 値については，ほとんど（92%）が 35 mm 以上であり，材の腐朽はかなり進ん
だ状態と判断できた．これに対して，腐朽度 3 の流木については，Pd 値のヒストグラムが 10 ～ 40 mm
まで幅広い分布を示しており，腐朽の進行状態には大きなばらつきがあると判断できた．今回用いた腐朽



































Ⅱ . 調 査 地
　調査は，鳥取大学・蒜山の森の第 22 林班に設定
されている流域面積 5.9 ha の水文試験流域で行っ
た（芳賀ら，2011）．流域内を流れる河川は流域の
中央部に端を発しており，この地点から流域末端ま
での流路長 227 m の範囲を調査区間とした（図 1）．
河川測量によると，流路の高低差は 30.9 m，流路
勾配は 10.2%，平均流路幅は 1.0 m，平水時の流心




人工林（約 30 年生）となっている．2009 年の植
生調査によると（芳賀，2011），コナラの樹高は
8 ～ 18 m，胸高直径は 15 ～ 60 cm，立木密度は
800 本 /ha であった．チマキザサの稈長は 1 ～ 1.5 






いる 4 段階に区分した（腐朽度 1：樹皮がしっかり
と付いている，2：樹皮がボロボロになっている，3：
樹皮は付いていないが材は堅い，4：樹皮は付いて



















この試験器で対応できる Pd 値は最大 4.0 cm まで
であり，これ以上深く貫入しうるような柔らかい材
であっても，Pd 値は 4.0 cm と表示される．Pd 値
の分解能は，0.1 cm であった．
　ピロディン貫入試験器による調査対象は，調査
流路に分布する直径 5 cm 以上の流木のうち，測定
部位に樹皮が付いていない流木，すなわち，腐朽
度 3 と 4 の流木とした．測定部位は，基本的には
流木の中央部の 1 か所（例えば，長さ 100 cm の
流木ではその端から 50 cm の部位）であり，その
点において半径方向にピンを打ち込み Pd 値を測定
した．また，腐朽度 3 の流木のうち，65 本につい
ては 3 か所（端から 4 分の 1，中央部，4 分の 3 の





は平均でそれぞれ 15 cm，141 cm であった（図 2）．
目視と指圧による腐朽度調査の結果，腐朽度 1 ～ 4
の割合はそれぞれ 10，3，62，26% であり，大部
分が樹皮の付いていない流木（腐朽度 3 と 4）であっ
た（図 3）．
　腐朽度 3 の流木については，Pd 値のヒストグラ
ムは 1.0 ～ 4.0cm まで幅広い分布を示しており，
腐朽の進行状態には大きなばらつきがあると判断
できた（図 4a）．腐朽度 4 の Pd 値については，ほ
とんど（92%）が 3.5 cm 以上であり，材の腐朽は
かなり進んだ状態と判断できた（図 4b）．なお，本







　流木の中央部 1 か所で測定した Pd 値と 3 か所で
測定して算出した平均 Pd 値の間には，有意な正の
相関が認められた（r2 ＝ 0.81，p ＜ 0.01）．つまり，
本調査地において流木の材の堅さを評価する場合


































進行した流木（腐朽度 3 と 4）が多く存在すること，
及び材の堅さは指圧では十分に評価できないこと
が確認できた．また，流木の中央部 1 か所で測定
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